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議事 

議案１. ２００７年度事業報告（案） 

議案２. ２００７年度決算（案） 

議案３. ２００８年度事業計画（案） 

議案４. ２００８年度予算（案） 

議案５．２００９・１０年度会長・監事の承認 

議案６．理事の承認 

議案７．事務局担当支部の決定 

報告事項 

報告１．２００８年度日本都市学会賞（奥井記念賞）について 

報告２. 日本都市学会第５６回大会について 

報告３．編集・学術委員 

報告４．日本都市学会活性化・若手会員増加策検討について（答申報告） 
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議案１．２００７年度事業報告（案） 

 

（１）日本都市学会理事会の開催 

第１回 2007 年６月 24 日（2006 年度事業報告・決算案、2007 年度事業計画・予算案、

第 54・55 回大会予定、名簿作成、各事務局からの確認事項、その他） 

 第２回  2007 年９月２日（2006 年度事業報告・決算、2007 年度事業計画・予算案、2007

年度日本都市学会賞の決定、第 54・55 回大会予定、名簿作成、各事務局からの確認事項、

その他） 

 第３回  2007 年 10 月 25 日（第 54 回大会直前確認事項、総会議案の決定、第 55 回大

会予定、名簿作成、各事務局からの確認事項、その他） 

 

（２）日本都市学会常任理事会の開催 

 第１回 2008 年３月 23 日（2007 年度事業報告案・決算見込み、2008 年度事業計画・

予算案、各事務局からの確認事項等） 

 

（３）日本都市学会賞（奥井記念賞）の選定 

 2007 年４月 30 日 推薦締め切り 

 2007 年９月２日 選考委員会開催、同日第２回理事会において決定 

 2007 年 10 月 26 日 大会において授賞式 

 

（４）編集・学術委員会の開催 

 第１回 2007 年 12 月 16 日 担当委員および査読者の決定等 

 

（５）日本都市学会第５４回大会の開催 

 開催日時  2007 年 10 月 25・26・27 日 

 開催学会 中四国都市学会 

 開催都市 松山市（松山市総合福祉センター） 

 開催テーマ「交流人口を活かしたまちづくり」 

 

（６）日本都市学会総会の開催 

 2007 年 10 月 26 日 

 

（７）日本都市学会年報の発行 

 VOL.40「変革期のなかの地域戦略」（2007 年５月 15 日発行） 

 

（８）日本都市学会ニュース・大会プログラムの発行とホームページのメンテナンス 

 ニューズレターNO.24 2007 年７月 

 第 54 回大会プログラム 2007 年 10 月 

 ニューズレターN0.25 2008 年１月 

 

（９）日本都市学会会員名簿の発行 

 １
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 2008 年３月 25 日発行 

 

（１０）日本都市学会・学会活性化・若手会員増加策検討ＷＧの設置 

 第１回 ２００７年度常任理事会と同日開催（2008 年３月 23 日） 

 

議案２ ２００７年度決算（案） 

 

（自 2007 年 4 月 1 日 至 2008 年 3 月 31 日） 

＜一般会計＞    

収入の部    （金額単位 円）

科  目 予算 決算 （参考）2006 年度決算 

学会会費（当該年度分） 2,000,000 1,969,400 1,990,600

学会会費（過年度分） 12,000 12,000 2,500 

雑収入 580,000 570,365 612,350

50 周年記念事業特別会計残金 0 0 25,325

前年度繰越金 1,038,000 1,038,000 1,092,617

計 3,630,000 3,589,765 3,723,392 

     

支出の部    （金額単位 円）

科  目 予算 決算 （参考）2006 年度決算 

大会関係費 300,000 321,855 215,500

理事会・常任理事会関係費 700,000 737,772 642,519

編集・学術委員会関係費 300,000 163,640 265,779

年報関係費 1,200,000 1,000,208 1,163,363

(VOL.40) (1,050,000) (898,528) (1,056,463)

(VOL.41) (150,000) (101,680) (106,900)

学会賞関係費 100,000 50,367 68,394

事務局経費 400,000 356,668 329,837

備品費 50,000 0 0 

雑費 20,000 0 0 

50 周年記念事業基金 繰出 0

名簿作成費用 300,000 221,865 0 

予備費 260,000 0 0 

合計 3,630,000 2,852,375 2,685,392

差引残高（収入－支出）＝3,589,765 円 － 2,852,375 = 737,390 円（次年度繰越） 

 

＜一般会計正味資産（残高）＞ 

 ２
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資産（2008 年 3 月 31 日現在残高） （金額単位 円）

三井住友銀行梅田支店(8129175) 658,063  

郵便口座（00900-8-111151） 18,000  

手持ち現金 61,327  

計 737,390   

    

負債    

負債なし 

 以上の通りご報告申し上げます 

 平成 20 年 (2008 年) 9 月 7 日 

 
日本都市学会本部事務局 

会計担当常任理事 碓井照子 

 

（※）監査資料は最終頁に添付いたします。 

 

議案３ ２００８年度事業計画（案） 

 

（１）日本都市学会理事会の開催 

第１回 2008 年６月２９日（2007 年度事業報告・決算案、2008 年度事業計画・予算案、

第 54 回大会、第 55・56 回大会予定、各事務局からの確認事項、ＷＧ中間説明、日本都

市学会会長選挙その他） 

 第２回  2008 年９月７日（2007 年度事業報告・決算、2008 年度事業計画・予算案、2008

年度日本都市学会賞の決定、第 55・56 回大会予定、各事務局からの確認事項、ＷＧ答申

検討、日本都市学会会長選挙その他） 

 第３回  2008 年 10 月 24 日（第 55 回大会直前確認事項、総会議案の決定、第 56 回大

会予定、各事務局からの確認事項、ＷＧ答申審議、日本都市学会会長選挙、次期事務局

体制の検討その他） 

 

（２）日本都市学会常任理事会の開催 

 第１回  2009 年３月（2008 年度事業報告案・決算見込み、2009 年度事業計画・予算案、

第 55・56 回大会予定、各事務局からの確認事項、ＷＧ中間説明等） 

 

（３）日本都市学会賞（奥井記念賞）の選定 

 2008 年４月 30 日 推薦締め切り 

 2008 年９月７日 選考委員会開催、同日第２回理事会において決定 

 2008 年 10 月 25 日 大会において授賞式 

 

（４）編集・学術委員会の開催 

 第１回 2008 年 12 月 担当委員および査読者の決定等 

 ３
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（５）日本都市学会第５５回大会の開催 

 開催日時  2008 年 10 月 24・25・26 日 

 開催学会 近畿都市学会 

 開催都市 神戸市（神戸国際会館） 

 開催テーマ「都市と観光－日本におけるアーバンツーリズムの可能性」 

 

（６）日本都市学会総会の開催 

 2008 年 10 月 25 日 

 

（７）日本都市学会年報の発行 

 VOL.41「交流人口を活かしたまちづくり」（2008 年５月 31 日発行） 

 

（８）日本都市学会ニュース・大会プログラムの発行とホームページのメンテナンス 

 ニューズレターNO.26 2008 年７月 

 第 55 回大会プログラム 2008 年 10 月 

 ニューズレターN0.27 2009 年１月 

 

（９）日本都市学会・学会活性化・若手会員増加策検討ＷＧ 

 第１回 ２００７年度常任理事会と同日開催（2008 年３月 23 日） 

 第２回 ２００８年度第１回理事会と同日開催（2008 年６月 29 日） 

     同日第１回理事会にて中間説明。 

 第３回 ２００８年度第２回理事会と同日開催（2008 年９月７日） 

     同日第２回理事会に答申提出。 

 

（１０）日本都市学会会長（2009～2010 年度）選挙 

 

議案４ ２００８年度予算（案） 

 

（自 2008 年 4 月 1 日 至 2009 年 3 月 31 日） 

＜一般会計＞    

収入の部   （金額単位 円）

科  目 2007 年度 2008 年度 備考 

学会会費（当該年度分） 1,969,400 1,970,000 
やや減額 

約 580 人×4,000 円×0.85 

学会会費（過年度分） 12,000 0  

雑収入 570,365 580,000 年報販売、抜刷負担金等  

前年度繰越金 1,038,000 737,390   

計 3,589,765 3,287,390   

 ４
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支出の部   （金額単位 円）

科  目 2007 年度 2008 年度 備考 

大会関係費 321,855 350,000 印刷費、通信費、交通費、消耗品等 

理事会・常任理事会関係費 737,772 700,000 会議費、交通費等 

編集・学術委員会関係費 163,640 200,000 会議費、通信費、交通費、消耗品等 

年報関係費 1,000,208 1,050,000 印刷費、通信費、委託料、消耗品等 

(VOL.39) (898,528) (1,050,000)   

(VOL.40) (101,680) (150,000)   

学会賞関係費 50,367 100,000 記念品、消耗品等 

事務局経費 356,668 400,000 印刷費、通信費、消耗品等 

備品費 0 50,000   

雑費 0 20,000  

名簿作成費 221,865  0   

予備費 2,852,375 267,390  

合計 3,515,085 3,287,390   

 

議案５ ２００９・１０年度会長・監事の承認 

日本都市学会会則第１３条「会長および監事は理事会において推薦し、総会の承認を受

ける。」および内規３「日本都市学会会長の選出方法について」に基づき、日本都市学会

理事（会長、常任理事、監事を除く）を選挙人とし、日本都市学会個人会員を被選挙人と

する選挙を実施した結果にもとづき次期 2009・10 年度日本都市学会会長の候補者を、また

同期監事候補者を、2008 年度第３回理事会において以下の通り決定したので推薦する。 

会長 佐々木 公明（東北）  

監事 佐藤 直由 （東北）  

監事 井澤 知旦 （中部）  

 

議案６ 理事の承認 

 支部会長理事 日野正輝（東北）、浦野正樹（関東）、杉野尚夫（中部）、實清隆（近

畿）、藤目節夫（中四国）、北村速雄（九州） 

 支部選出理事 中鉢令兒（北海道）、吉野英岐（東北）、熊田敏郎（関東）、藤田弘夫

（関東）、阿部和俊（中部）、高山正樹（近畿）、久隆浩（近畿）、豊

田哲也（中四国）、堂前亮平（九州） 

（参考）2008 年度 

 常任理事    越沢明（北海道）、佐藤直由（東北）、戸所隆（関東）、檜槇貢（関東）、

高田弘子（中部）、碓井照子（近畿）、小長谷一之（近畿）、山崎健（近

畿）、由井義通（中四国）、堤昌文（九州） 

 

 ５
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議案７ 事務局担当支部の決定 

会則第３条に定める本会の事務局は、2009 年４月から 2011 年３月まで、関東都市学会

が担当する。（参考）年報事務（近畿）、論文審査事務（中四国）、学会賞事務（東北）。 

 

報告１ ２００８年度日本都市学会賞（奥井記念賞）について 

 内規５「日本都市学会賞（奥井記念賞）内規」の第７条「受賞対象の決定は、日本都市

学会賞（奥井記念賞）選考委員会の報告に基づき、日本都市学会理事会において決定する。」

に基づき、2008 年９月２日開催の選考委員会および同日開催の 2008 年度第２回理事会に

おいて以下のように決定した。 

No. 推薦学会 著者 書名 出版年月日 出版社 価格 

１ 

  

関東 田中傑 帝都復興と生活空間

―関東大震災後の市

街地形成の論理― 

2006年11月16日 東京大学出

版会 

10,290円

２ 関東 井上繁 世界まちづくり事典 2007年7月15日 丸善出版社 15,750円

 

報告２ 日本都市学会第５６回大会について 

開催学会 中部都市学会 

開催都市 名古屋市 

開催時期 ２００９年１０月２３日（金）～２５日（日） 

開催テーマ 人口減少社会における都市の課題（案） 

 

報告３ 編集・学術委員 

内規８「日本都市学会編集・学術委員会設置要項」に基づき、2008 年度第３回理事会で

以下のように選任された。 

高山正樹（都市地理、近畿・理事）、日野正輝（都市経済地理(経済地理)、東北・理事）、

越沢明（都市計画・住宅政策、北海道・常任理事）、堤昌文（都市計画・交通政策、九州・

常任理事）、熊田俊郎（都市社会、関東・理事）、小長谷一之（都市経済、近畿・常任理

事） 

 

報告４．日本都市学会活性化・若手会員増加策検討について（答申報告） 

１．論文賞および特別賞（まちづくり賞）の創設 

２．日本都市学会と地域都市学会の連携・共同化の促進 

３．団体会員の増加策 

４．今後の課題 

 
（以下 資料） 

 ６
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 ７


